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稲子生産から、
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名 九州におけ るヒノキ天然更新の研究
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田 義 隆
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落下飛散、稚紆定着の各段階を経て後継林成立 までの消

その回避補整手段をり|ら かにする。

最的プロセス、林内相対 1晨度等の環境条件、必要

種更瀞iま たは、樹下植裁 lJli業 の実用化試験が効率的

技 術 開 '発 報 告 書

1.人 工壮会林における上方天然下種更新で種子生産から後継林成立まで

の量的プロセスの試算方法を検討 した。

2 林内後継樹成育のための上木の間伐度合 と林 内相対照度ならびに標示方

方法について検討 した。

3.天然下暉夏新の適地類型化を検討 した。

1.1■ 的プロセスをもとに九州地方のヒノキ天然更親 について予lll的 に可

能性を立瓢Eす ることができた。           `′

2 適地類I.l化 (■ ついては、31続 き調査検討を要す るが火山灰地帯 (菌 害

lnl避 )20度 以下の緩斜地 (流亡回避 )な どが適地 と考えられる。

3 上木の間伐度合 と林内相対照度ならびに標示方法については、立地、

林係 件などを要因として号1続 き調査検・
・lが 必要である。

′C鷺 11“ 手段など基礎的なものが解明できたので、 これらをもとにして天然下

に実施できる。

過経施実

期発FI・l

累 計 125)056円

種子および稚樹の流亡、異 暉間競争等強烈な消失 要因の多い九州地方で、

停失

Ψ

の生理生態的な検討を行ない、
否2弱」

成立の作業体 系を明らか

果結発
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